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2020 年 10⽉から 2025 年 2⽉の間に報告された山頂施設での事故やヒヤリハット案件の傾向を分析

し、その結果から浮かび上がってくる背景を考察するとともに、現在進めている活動などを概説する。 

 

１．主要案件とその分析結果から見えてくる傾向 

以下のようなキーワードが浮かび上がってくる。 

・老朽化：予防保全や引継ぎ不足、予算や人員の制約あり 

・ヒューマン・エラー：高地という環境、予定完了日時（＝夜間の観測計画）を守るプレッシャー 

・作業品質の管理：作業完了後の検査は作業者による自己確認のみ 

・ベンダー管理：作業監督業務の混乱、受け入れ検査の不備 

 

2．安全室が関わっている主な対策 

安全確保の主人公は所員一人ひとりである、という認識のもと、下記のような４M 改善活動を関係す

る所員とともに進めている。 

・Man（Mind） 

 Safety に関する教育・訓練（※過去の重大事故事例も教訓集として訓練に使用） 

・Machine 

 Dome Interlock PLC の維持管理 

 Auto-closing door の追加設置 

・Material 

 業者工事に関するガイドラインや調達仕様書ひな型の整備 

・Method 

 電気配線工事完了後の検査手順整備 

 ヒューマン・エラーについてのNewsletter毎⽉配信（ヒューマンエラーは原因でなく結果） 

 

3．今後、対応強化が必要と考えらえること 

・ドームを回転する属人的な作業の明文化、「暗黙知」を「組織知」へ 

・記録を残し、共有し、元となる作業手順書に反映してゆくことの習慣化 

・何かあってからの補修や改善ではなく、計画的な観測停止含めた予防保全 
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